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彙

報
国
語
学
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
二
十
三
年
度
第
一
学
期

文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅰ

日
本
語
の
音
声

高

山

倫

明

国
語
学
演
習
Ⅰ

古
代
語
の
研
究
―
言
語
史
資
料
と
し
て
の
万
葉
集
―

高

山

倫

明

国
語
学
講
義
Ⅲ

日
本
語
文
法
史
研
究
（
１
）

青

木

博

史

国
語
学
演
習
Ⅲ

中
世
語
研
究
（
１
）

青

木

博

史

国
語
学
講
義
Ⅵ

日
本
語
の
述
部
形
態

慶
應
大
学

屋
名
池

誠

国
文
学
講
義
Ⅰ

物
語
文
学
史
概
論
（
１
）

辛

島

正

雄

国
文
学
演
習
Ⅰ

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
注
釈
（
１
）

辛

島

正

雄

国
文
学
講
義
Ⅲ

江
戸
文
学
と
老
荘
思
想

川

平

敏

文

国
文
学
演
習
Ⅲ

上
田
秋
成
『
諸
道
聴
耳
世
間
猿
』
訳
注川

平

敏

文

国
文
学
演
習
Ⅴ

日
本
近
代
文
学
研
究

比
較
社
会
文
化
研
究
院

松

本

常

彦

国
文
学
講
義
Ⅵ

日
本
中
古
中
世
説
話
論

広
島
大
学

竹

村

信

治

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅲ

音
韻
史
と
字
余
り
論

高

山

倫

明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅲ

日
本
漢
字
音
の
研
究
（
１
）

高

山

倫

明

博
士
演
習

古
辞
書
・
音
義
の
研
究

高

山

倫

明

日
本
語
学
方
法
論
特
論
Ⅲ

日
本
語
文
法
史
研
究
（
１
）青

木

博

史

日
本
近
代
語
史
研
究
Ⅲ

近
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
１
）青

木

博

史

博
士
演
習

日
本
語
文
法
論
研
究

青

木

博

史

日
本
語
学
特
論
Ⅱ

日
本
語
の
述
部
形
態

慶
應
大
学

屋
名
池

誠

古
代
散
文
論
特
論
Ⅲ

物
語
文
学
史
研
究
（
１
）

辛

島

正

雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅲ

日
本
中
古･

中
世
文
学
研
究
の
方
法
（
１
）

辛

島

正

雄

博
士
演
習

日
本
中
古
・
中
世
文
学
の
研
究

辛

島

正

雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅲ

近
世
に
お
け
る
老
荘
受
容
の
諸
問
題

川

平

敏

文

博
士
演
習

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
の
発
展
的
研
究

川

平

敏

文

彙

報
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日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅲ

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注川

平

敏

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅲ

日
本
近
代
文
学
研
究

比
較
社
会
文
化
研
究
院

松

本

常

彦

日
本
文
学
特
論
Ⅱ

日
本
中
古
中
世
説
話
論広

島
大
学

竹

村

信

治

論
文
指
導

各

教

員

平
成
二
十
三
年
度
第
二
学
期

文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅱ

日
本
語
音
韻
史
概
説

高

山

倫

明

国
語
学
演
習
Ⅱ

古
代
語
の
研
究
―
言
語
史
資
料
と
し
て
の
万
葉
集
―

高

山

倫

明

国
語
学
講
義
Ⅳ

日
本
語
文
法
史
研
究
（
２
）

青

木

博

史

国
語
学
演
習
Ⅳ

中
世
語
研
究
（
２
）

青

木

博

史

国
文
学
講
義
Ⅱ

物
語
文
学
史
概
論
（
２
）

辛

島

正

雄

国
文
学
演
習
Ⅱ

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
注
釈
（
２
）

辛

島

正

雄

国
文
学
講
義
Ⅳ

江
戸
時
代
の
韻
文
史
概
論

川

平

敏

文

国
文
学
演
習
Ⅳ

上
田
秋
成
『
諸
道
聴
耳
世
間
猿
』
訳
注川

平

敏

文

国
文
学
演
習
Ⅵ

日
本
近
代
文
学
研
究

比
較
社
会
文
化
研
究
院

松

本

常

彦

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅳ

音
訳
漢
字
の
研
究

高

山

倫

明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅳ

日
本
漢
字
音
の
研
究
（
２
）

高

山

倫

明

博
士
演
習

古
辞
書
・
音
義
の
研
究

高

山

倫

明

日
本
語
学
方
法
論
特
論
Ⅳ

日
本
語
文
法
史
研
究
（
２
）青

木

博

史

日
本
近
代
語
史
研
究
Ⅳ

近
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
２
）青

木

博

史

博
士
演
習

日
本
語
文
法
論
研
究

青

木

博

史

古
代
散
文
論

特
論
Ⅳ

物
語
文
学
史
研
究
（
２
）

辛

島

正

雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅳ

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
方
法
（
２
）

辛

島

正

雄

博
士
演
習

日
本
中
古
・
中
世
文
学
の
研
究

辛

島

正

雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅳ

江
戸
韻
文
史
の
諸
問
題

川

平

敏

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅳ

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注川

平

敏

文

博
士
演
習

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
の
発
展
的
研
究

川

平

敏

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅳ

日
本
近
代
文
学
研
究

比
較
社
会
文
化
研
究
院

松

本

常

彦

論
文
指
導

各

教

員
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学
会
・
研
究
室
行
事

○
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

（
二
〇
一
一
年
六
月
五
日
（
日
）

於
九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
国
際
ホ
ー
ル
）

宇
久
方
言
に
お
け
る
希
望
の
「
ゴ
チ
ャ
ー
」
に
つ
い
て

九
州
大
学
大
学
院
生

門

屋

飛

央

中
世
室
町
期
に
お
け
る
「
ね
ま
る
」
の
意
味
・
用
法

九
州
大
学
大
学
院
研
究
生

山

本

佐
和
子

語
り
継
が
れ
る
「
濡
れ
衣
」
説
話

―
博
多
に
お
け
る
「
濡
れ
衣
」
説
話
・
続
考
―

九
州
産
業
大
学

森

誠

子

三
島
由
紀
夫
「
月
澹
荘
綺
譚
」
論

―
見
る
と
い
う
行
為
の
も
つ
意
味
・
暴
力
性
―

九
州
大
学
大
学
院
専
門
研
究
員

河

内

重

雄

賀
茂
季
鷹
と
堂
上
歌
壇

相
愛
大
学
非
常
勤
講
師

盛

田

帝

子

広
島
藩
の
文
芸
と
藩
儒
寺
田
臨
川

広
島
大
学

久
保
田

啓

一

近
世
思
想
史
に
関
す
る
一
つ
の
疑
問

―
本
当
に
江
戸
の
儒
学
は
朱
子
学
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
―

九
州
大
学
名
誉
教
授

中

野

三

敏

○
平
成
二
十
三
年
度
西
日
本
国
語
国
文
学
会

（
二
〇
一
一
年
九
月
一
一
日
（
土
）
・
一
二
日
（
日
）

於
筑
紫
女
学
園
大
学
）

仏
教
と
文
学

筑
紫
女
学
園
大
学
名
誉
教
授

橘

英

哲

「
無
」
を
接
頭
辞
と
す
る
感
情
語
彙
の
歴
史
的
研
究

―
「
無
慙
（
慚
）
」
に
つ
い
て
―

九
州
大
学
大
学
院
生

張

愚

九
州
大
学
文
学
部
蔵
本
『

（sid

d
h
a
m

）
十
二
通
切
紙
』
に
つ
い
て

九
州
大
学
大
学
院
生

蛭

沼

芽

衣

ロ
シ
ア
資
料
の
「
テ
オ
ル
」「
チ
ョ
ル
」「
ト
ル
」

九
州
大
学
大
学
院
生

久
保
薗

愛

『
落
窪
物
語
』
の
典
薬
助
を
め
ぐ
る
求
婚
難
題
譚
考

―
『
竹
取
物
語
』
か
ら
の
受
容
を
中
心
に
―

九
州
大
学
大
学
院
生

梁

丹

（
関
係
者
の
み
）

研
究
室
刊
行
物

○
語
文
研
究

第
一
一
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
発
行
）

「
つ
れ
づ
れ
」
の
季
節

―
江
戸
前
期
文
芸
思
潮
論
―

川

平

敏

文

散
逸
し
た
〈
し
の
び
ね
型
〉
物
語

―
『
風
葉
和
歌
集
』
所
収
散
逸
物
語
に
お
け
る
〈
し
の
び
ね
型
〉
物
語

の
可
能
性
―

宮

﨑

裕

子

寛
永
古
活
字
版
『
源
氏
物
語
』
一
斑
（
二
）

―
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本
を
め
ぐ
っ
て
―

田

村

隆

彙
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比
況
表
現
と
引
用
形
式

―
竹
取
物
語
の
双
括
引
用
を
め
ぐ
っ
て
―

森

脇

茂

秀

○
語
文
研
究

第
一
一
一
号
（
二
〇
一
一
年
六
月
発
行
）

「
む
ね
い
た
き
お
も
ひ
」
考

―
『
御
津
の
浜
松
』
最
終
巻
読
解
の
た
め
の
覚
書
―

辛

島

正

雄

『
古
今
栄
雅
抄
』
の
一
条
兼
良
説

―
『
一
禅
御
説
』
『
柿
本
傭
材
抄
』
と
の
関
連
か
ら
―日

高

愛

子

「
天
使
」
と
い
う
訳
語

―
そ
の
複
数
の
流
入
経
路
に
つ
い
て
―

井

料

佐
紀
子

○
文
献
探
究

第
四
九
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
発
行
）

散
逸
物
語
『
す
ま
ひ
（
相
撲
）』
復
原
考

宮

﨑

裕

子

小
津
久
足
「
松
陰
日
記
」
に
つ
い
て
・
付
翻
刻

菱

岡

憲

司

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

大
隈
言
道
『
続
草
径
集
』
翻
刻
と
解
題
（
四
）

進

藤

康

子

植
木
貴
恒
『
さ
ゝ
ぐ
り
』
―
翻
刻
と
解
題
―

吉

良

史

明

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目＊

印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

平
成
二
十
三
年
度
前
学
期

全
学
教
育
科
目
・
文
学
部
共
通
科
目

古
典
の
世
界
「
東
洋
の
こ
こ
ろ
：
論
語
講
読
」

静

永

准
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅰ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ

（
九
州
産
業
大
学
）

呉

紅
華

教

授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ

戚

教

師

文
学
部

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

旧
鈔
本
唐
詩
集
研
究
Ⅰ

静

永

准
教
授

演
習

『
東
周
列
国
志
』
演
習

竹

村

教

授

演
習

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
（
17
）

静

永

准
教
授

演
習

濱
文
庫
唱
本
研
究

戚

教

師

演
習

中
国
文
学
研
究
法

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

演
習

中
国
語
文
法
研
究

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西

山

准
教
授

集
中
講
義

上
古
中
国
の
言
語
と
文
字
に
関
す
る
諸
問
題

（
東
京
大
学
）
大
西

克
也

准
教
授

人
文
科
学
府

彙
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講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

唐
代
文
学
研
究
の
諸
問
題

静

永

准
教
授

演
習

王
昭
君
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

演
習

白
楽
天
新
楽
府
訳
注
（
１
）

静

永

准
教
授

演
習

中
国
文
学
研
究
法

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

竹

村

教

授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

静

永

准
教
授

平
成
二
十
三
年
度
後
学
期

全
学
教
育
科
目
・
文
学
部
共
通
科
目

講
義

文
学
基
礎

竹
村
教
授
・
静
永
准
教
授

＊

＊

講
義

人
文
学
Ⅰ
「
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
流
と
変
容
」
竹

村

教

授

＊

講
義

人
文
学
Ⅱ
「
生
と
死
の
探
求
」

静

永

准
教
授

＊

中
国
語
（
中
級
）
Ⅱ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ

（
九
州
産
業
大
学
）
呉

紅
華

教

授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ

戚

教

師

文
学
部

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

旧
鈔
本
唐
詩
集
研
究
Ⅱ

静

永

准
教
授

演
習

『
東
周
列
国
志
』
演
習

竹

村

教

授

演
習

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
（
18
）

静

永

准
教
授

演
習

濱
文
庫
唱
本
研
究

戚

教

師

演
習

中
国
文
学
研
究
法

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

演
習

中
国
語
文
法
研
究

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西

山

准
教
授

集
中
講
義

中
国
文
化
論
「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
」

（
東
京
大
学
）
小
島

毅

准
教
授

人
文
科
学
府

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

唐
代
文
学
研
究
の
諸
問
題

静

永

准
教
授

演
習

王
昭
君
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

演
習

白
楽
天
新
楽
府
訳
注
（
２
）

静

永

准
教
授

演
習

中
国
文
学
研
究
法

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

竹

村

教

授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

静

永

准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
五
一
回
（
二
〇
一
一
年
二
月
五
日
）
於
四
階
会
議
室

曲
水
の
宴
と
詩
歌

新

谷

香

織

林
黛
玉
論

古

賀

文

也

日
本
雑
事
詩
に
見
え
る
黄
遵
憲
と
日
本

西

村

紗

理

中
国
か
ら
見
た
「
桜
」
―
中
国
人
留
学
生
た
ち
の
詩
を
辿
る
―

本

田

悠

広
州
嶺
南
大
学
に
お
け
る
日
中
文
学
交
流

―
劉
思
慕
と
草
野
心
平
を
中
心
に
―

裴

亮
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元
雑
劇
中
的
程
式
化
用
語
「
看
有
甚

人
来
」

戚

世

雋

第
二
五
二
回
（
二
〇
一
一
年
三
月
五
日
）
於
四
階
会
議
室

狐
と
悪
女
―
『
封
神
演
義
』
の
妲
己
を
中
心
に
―

神

代

さ
お
り

北
京
の
宮
殿
群
と
文
学

今

村

彩

乃

近
代
女
性
作
家
梅
娘
と
日
本

深

町

麻

未

『
魚
』
に
現
れ
る
梅
娘
の
女
性
観

松

岡

千
絵
莉

寒
山
双
重
像
形
成
縁
起
考

鄭

文

全

明
・
胡
応
麟
に
お
け
る
『
捜
神
記
』
輯
佚
過
程

雁

木

誠

第
二
五
三
回
（
二
〇
一
一
年
四
月
二
十
三
日
）
於
四
階
会
議
室

辞
賦
か
ら
見
る
三
国
志

栗

山

雅

央

則
天
武
后
と
唐
都
長
安

種

村

由
季
子

江
戸
時
代
に
お
け
る
明
楽
受
容
の
諸
問
題

中

尾

友
香
梨

第
二
五
四
回
（
二
〇
一
一
年
七
月
三
十
日
）
於
四
階
会
議
室

元

「
連
昌
宮
詞
」
の
新
意

長
谷
川

真

史

明
・
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
と
明
代
出
版
業
の
発
展
隆
盛

楊

文

歓

欧
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
新
発
見
に
つ
い
て

東

英

寿

九
大
漢
籍
蒐
集
史
―
狩
野
亨
吉
か
ら
の
図
書
購
入
―

大

渕

貴

之
・
山

根

泰

志

第
二
五
五
回
（
二
〇
一
一
年
九
月
十
七
日
）
於
四
階
会
議
室

駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
の
創
作
意
図
に
つ
い
て

種

村

由
季
子

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
と
胡
応
麟

雁

木

誠

日
本
伝
存
「
長
恨
歌
序
」
の
再
検
討

陳



寒
山
詩
と
江
戸
文
人
た
ち

鄭

文

全

第
二
五
六
回
（
二
〇
一
一
年
十
一
月
十
二
日
）
於
四
階
会
議
室

蕉
園
諸
子
と
西

文
士

李

恬

詩
人
の
旅
―
杜
甫
の
入
蜀
と
陸
游
の
入
蜀
―

甲

斐

雄

一

○
第
五
十
九
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

（
二
〇
一
一
年
五
月
十
四
日
―
十
五
日
、
於
鹿
児
島
大
学
）

元
雑
劇
に
お
け
る
定
型
句
「
看
有
甚
麼
人
来
」
に
つ
い
て戚

世

雋

寒
山
伝
説
の
変
遷

鄭

文

全

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
句
の
来
源
に
つ
い
て

静

永

健

○
第
六
十
三
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

（
二
〇
一
一
年
十
月
八
日
―
九
日
、
於
九
州
大
学
旧
工
学
部
本
館
）

則
天
武
后
の
洛
陽
駐
輦
と
駱
賓
王
「
帝
京
篇
」

種

村

由
季
子

旧
鈔
本
「
長
恨
歌
序
」
の
真
偽

陳



胡
応
麟
の
『
捜
神
記
』
編
集
に
つ
い
て

雁

木

誠

○
公
開
講
座
等
出
講

＊
九
大
文
学
部
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
提
携
講
座

｢
旅
の
人
文
学
」

（
二
〇
一
一
年
四
月
十
六
日
）

漢
詩
に
お
け
る
旅

静

永

健

｢

今
、
生
命
（
い
の
ち
）
を
考
え
る
」（
二
〇
一
一
年
十
二
月
十
七
日
）
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孔
子
学
校
二
五
〇
〇
年
史
の
生
命
（
い
の
ち
）
の
根
源
を
考
え
る

竹

村

則

行

研
究
室
刊
行
物

○
『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
〇
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）

草
創
期
の
中
国
文
藝
座
談
会
・『
中
国
文
学
論
集
』

岡

村

繁

「
三
都
賦
」
劉
逵
注
の
注
釈
態
度

栗

山

雅

央

『
初
学
記
』
に
よ
る
『
藝
文
類
聚
』
補
綴
に
つ
い
て

大

渕

貴

之

杜
甫
乱
後
初
遇
鄭
虔
心
理
擬
構
―
―
杜
甫
《
鄭

馬
池
台
喜
遇
鄭
広
文

同
飲
》
考
論
―
―

査

屏

球

唐
代
「
劇
本
」
検
討

戚

世

雋

周
必
大
原
刻
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
巻
に
つ
い
て

東

英

寿

陸
游
の
入
蜀
と
そ
の
同
時
代
評
価
に
つ
い
て
―
―
宋
代
杜
甫
詩
評
を

手
が
か
り
と
し
て
―
―

甲

斐

雄

一

明
・
呉
嘉
謨
『
孔
聖
家
語
図
』
と
明
代
の
出
版

楊

文

歓

寒
山
詩
と
江
戸
文
人
た
ち

鄭

文

全

単
士
釐
と
ロ
シ
ア
―
―
一
九
〇
四
年
の
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
中
心
に
―
―

蕭

燕

婉

清
末
翻
訳
小
説
に
見
る
訳
者
の
啓
蒙
意
識
―
―
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の

漢
訳
「
逸
犯
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―

梁

艶

九
州
大
学
所
蔵
狩
野
亨
吉
関
係
図
書
に
つ
い
て

大

渕

貴

之
・
山

根

泰

志

入
門
期
の
中
国
語
教
育
に
お
け
る
発
音
習
得
の
三
つ
の
要
点
―
―
声
調
・

韻
母
・
声
母
に
つ
い
て
―
―

野

田

雄

史

中
国
現
代
文
学
に
お
け
る
古
典
復
讐
譚
の
改
編
に
つ
い
て
―
―
『
鋳
剣
』

『
棠
棣
之
花
』
『
筑
』
『
伍
子
胥
』
を
中
心
と
し
て
―
―

呉

紅

華

敦
煌
変
文
に
お
け
る
近
称
指
示
詞
の
諸
相

西

山

猛

受

賞

○
二
〇
一
一
年
度
日
本
中
国
学
会
賞
受
賞
［
文
学
・
語
学
部
門
］

（
二
〇
一
一
年
十
月
八
日
）

『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考

大

渕

貴

之

英
語
英
文
学
研
究
室

講
義
題
目
（
平
成
二
十
三
年
度
前
学
期
）

英
語
学

論
文
指
導

西

岡

教

授

英
語
学
講
義
Ⅰ

否
定
現
象
と
文
法
理
論

西

岡

教

授

英
語
学
演
習
Ⅹ

機
能
的
構
文
分
析
Ⅱ

西

岡

教

授

英
語
学
特
論
Ⅲ

統
語
理
論
研
究
Ⅱ

西

岡

教

授

英
語
学
研
究
Ⅲ

統
語
論
の
諸
問
題
Ⅰ

西

岡

教

授

博
士
演
習

統
語
論
の
諸
問
題
Ⅰ

西

岡

教

授
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英
語
学
演
習
Ⅶ

T
h
e
so
u
n
d
s
o
f
E
n
g
lish

レ
イ
カ
ー
教

師

英
語
学
演
習
Ⅷ

E
n
g
lish
W
o
rd
s

レ
イ
カ
ー
教

師

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅲ

L
in
g
u
istic

T
y
p
o
lo
g
y

レ
イ
カ
ー
教

師

英
語
学
講
義
Ⅳ

Issu
es
o
n
L
a
n
g
u
a
g
e,
C
o
m
m
u
n
ica
tio
n
,
a
n
d

H
u
m
a
n
C
o
g
n
itio
n

（
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
）
星
宏
人

教

授

英
語
学
特
論
Ⅵ

Issu
es
o
n
L
a
n
g
u
a
g
e,
C
o
m
m
u
n
ica
tio
n
,
a
n
d

H
u
m
a
n
C
o
g
n
itio
n

（
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
）
星
宏
人

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅰ

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
入
門

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅰ

A
n
to
n
y
a
n
d
C
leo
p
a
tra

研
究村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅴ

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
研
究

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅴ

C
o
rio
la
n
u
s

研
究

村

井

教

授

博
士
演
習

C
o
rio
la
n
u
s

研
究

村

井

教

授

論
文
指
導

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅶ

C
h
a
rles
D
ick
en
s

研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅷ

O
sca
r
W
ild
e

研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅶ

L
ew
is
C
a
rro
ll

研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅰ

C
o
n
ra
d
,
W
o
o
lf

研
究

鵜

飼

准
教
授

博
士
演
習

C
o
n
ra
d
,
W
o
o
lf

研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅵ

「
虚
構
」
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
と
し
て
の
世
界

周
航
記

：『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』
研
究

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
服
部
典
之

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅹ

「
虚
構
」
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
と
し
て
の
世
界

周
航
記

：『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』
研
究

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
服
部
典
之

教

授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅳ

ア
メ
リ
カ
文
学
史
（
世
紀
末
か
ら
第
二
次
世
界

大
戦
ま
で
）

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅱ

冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
文
学

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅰ

R
ich
a
rd
C
h
a
se,
T
h
e
A
m
erica

n
N
o
v
el

a
n
d
Its
T
ra
d
itio
n

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅰ

H
en
ry
J
a
m
es

のT
h
e
W
in
g
s
o
f
th
e
D
o
v
e

を
読
む

高

野

准
教
授

博
士
演
習

H
en
ry
J
a
m
es

のT
h
e
W
in
g
s
o
f
th
e
D
o
v
e

を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅴ

P
a
tricia

H
ig
h
sm
ith
's
S
tra
n
g
ers
o
n
a

T
ra
in

ロ
ー
ウ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
教
師
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ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅲ

"L
o
n
elin
ess
in
a
S
m
a
ll
O
h
io
T
o
w
n
":

S
h
erw
o
o
d
A
n
d
erso
n
's
W
in
esb
u
rg
,
O
h
io

ロ
ー
ウ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅵ

『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
を
読
む

（
東
京
大
学
文
学
部
）
諏
訪
部
浩
一

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅵ

『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
を
読
む

（
東
京
大
学
文
学
部
）
諏
訪
部
浩
一

准
教
授

英
作
文
Ⅰ

E
ssa
y
w
ritin

g

レ
イ
カ
ー
教

師

英
会
話
Ⅰ

E
n
g
lish
L
isten

in
g
a
n
d
S
p
ea
k
in
g

レ
イ
カ
ー
教

師

英
会
話
Ⅰ

E
n
g
lish
C
o
n
v
ersa
tio
n
I

ロ
ー
ウ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
教
師

講
義
題
目
（
平
成
二
十
三
年
度
後
学
期
）

英
語
学

論
文
指
導

西

岡

教

授

英
語
学
演
習
Ⅰ

英
文
法
に
お
け
る
「
繰
り
返
し
現
象
」西

岡

教

授

英
語
学
演
習


数
量
詞
の
ス
コ
ー
プ
と
否
定
現
象

西

岡

教

授

英
語
学
特
論
Ⅳ

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論
の
基
礎

西

岡

教

授

英
語
学
研
究
Ⅳ

統
語
論
の
諸
問
題
Ⅱ

西

岡

教

授

博
士
演
習

統
論
の
諸
問
題
Ⅱ

西

岡

教

授

英
語
学
演
習
Ⅸ

P
ra
ctica

l
E
n
g
lish
P
h
o
n
etics

a
n
d
P
h
o
n
o
lo
g
y

レ
イ
カ
ー
教

師

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅳ

In
v
estig

a
tin
g
V
a
ria
tio
n
in
E
n
g
lish

U
sin
g
C
o
rp
o
ra

レ
イ
カ
ー
教

師

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅲ

E
m
ily
B
ro
n
t e

論

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅸ

M
a
ry
S
h
elley

研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅷ

G
eo
rg
e
M
a
cD
o
n
a
ld

研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅱ

V
irg
in
ia
W
o
o
lf

研
究

鵜

飼

准
教
授

博
士
演
習

V
irg
in
ia
W
o
o
lf

研
究

鵜

飼

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅲ

F
.
S
co
tt
F
itzg
era
ld

のT
en
d
er
Is
th
e

N
ig
h
t

を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習


W
illia
m
F
a
u
lk
n
er

の
短
編
を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅱ

L
eslie

F
ied
ler,
L
o
v
e
a
n
d
D
ea
th
in
th
e

A
m
erica

n
N
o
v
el

高

野

准
教
授
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ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅱ

H
en
ry
J
a
m
es

のT
h
e
W
in
g
s
o
f
th
e

D
o
v
e

を
読
む

高

野

准
教
授

博
士
演
習

H
en
ry
J
a
m
es

のT
h
e
W
in
g
s
o
f
th
e
D
o
v
e

を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅵ

C
a
rso
n
M
cC
u
llers:

N
o
v
ella
s
a
n
d
sh
o
rt

sto
ries

ロ
ー
ウ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
教

師

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅸ

A
m
erica

n
F
la
sh
F
ictio
n
:
a
n
ev
erev
o
lv
-

in
g
"n
ew
-o
ld
"
fo
rm

ロ
ー
ウ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
教

師

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅳ

P
a
u
l
A
u
ster's

N
ew
Y
o
rk
T
rilo
g
y
a
n
d

th
e
A
m
erica

n
M
eta
p
h
y
sica
l
D
etectiv

e
N
o
v
el

ロ
ー
ウ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
教

師

英
米
研
究

A
ll
a
b
o
u
t
B
rita
in

レ
イ
カ
ー
教

師

英
作
文
Ⅱ

W
ritin

g
S
h
o
rt
E
n
g
lish
E
ssa
y
s

ロ
ー
ウ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
教

師

英
会
話
Ⅱ

E
n
g
lish
C
o
n
v
ersa
tio
n

Ⅱ
ロ
ー
ウ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン
教

師

英
会
話
Ⅱ

C
o
n
v
ersa
tio
n
fo
r
E
n
g
lish
M
a
jo
rs

レ
イ
カ
ー
教

師

学
会
・
研
究
室
行
事

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
六
四
回
大
会
研
究
発
表

（
２
０
１
１
年
10
月

於

大
分
大
学
）

脅
か
す
子
ど
も
―
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
に
お
け
る
擬
似
的
親

子
と
植
民
地
主
義
―

浅

田

え
り
佳

成
り
代
わ
る
視
点
―D

a
n
g
lin
g
M
a
n

に
お
け
る
他
者
観
―

幸

山

智

子

被
爆
者
と
「
母
国
」
ア
メ
リ
カ

永

川

と
も
子

分
解
す
る
物
語
―T

h
e
B
lu
est
E
y
e

に
お
け
る
暴
力
の
連
鎖
―

吉

田

希

依

英
語
の
二
重
目
的
語
構
文
に
関
す
る
統
語
的
考
察

大

塚

知

昇

Q
R
in
P
h
a
se
T
h
eo
ry

下
仮
屋

翔

空
所
化
構
文
と
多
重
間
接
疑
問
縮
約
の
統
語
構
造
に
つ
い
て

高

木

留

美

文
断
片
に
お
け
る
再
帰
形
の
直
接
生
成
分
析

永

次

健

人

日
英
語
の
場
所
句
構
文
に
関
す
る
統
語
分
析

前

田

雅

子

副
詞
の
派
生
に
関
す
る
統
語
的
分
析

安

松

修

平

日
本
イ
ギ
リ
ス
児
童
文
学
会
四
一
回
研
究
大
会

（
２
０
１
１
年
11
月

於

中
京
大
学
）

G
eo
rg
e
M
a
cD
o
n
a
ld

のT
h
e
P
rin
cess

a
n
d
th
e
G
o
b
lin

に
お
け
る
逸

脱
す
る
理
性

田

中

優

子

日
本
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
協
会
第
23
回
大
会

（
２
０
１
１
年
10
月

於

高
槻
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
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間
に
合
う
う
ち
に
部
屋
を
出
ろ
―
『
宙
ぶ
ら
り
ん
の
男
』
に
お
け
る
自
己

の
他
者
化

幸

山

智

子

日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
第
50
回
大
会

（
２
０
１
１
年
10
月

於

関
西
大
学
）

T
h
e
H
o
u
se
o
f
th
e
S
ev
en
G
a
b
les

に
み
ら
れ
る
空
気
の
停
滞
と
流
動

の
モ
チ
ー
フ

田

島

優

子

第
44
回
日
本
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
協
会
九
州
支
部
研
究
会

（
２
０
１
１
年
９
月

於

福
岡
大
学
）

『
七
破
風
の
家
』
に
お
け
る
病

田

島

優

子

日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会
関
西
支
部
11
月
例
会

（
２
０
１
１
年
11
月

於

相
愛
大
学
）

T
h
e
P
o
rtra
it
o
f
a
L
a
d
y

に
お
け
る
イ
ザ
ベ
ル
・
ア
ー
チ
ャ
ー
の
身
体

感
覚
と
抑
圧
に
つ
い
て

斎

藤

彩

世
T
h
e
E
n
g
lis
h
L
in
g
u
is
tic
S
o
c
ie
t
y
o
f
J
a
p
a
n
4
th
In
t
e
r
n
a
tio
n
-

a
l
S
p
rin
g
F
o
ru
m

（
２
０
１
１
年
４
月

於

静
岡
大
学
）

T
h
e
F
in
e
S
tru
ctu
re
o
f
th
e
v
P
P
erip
h
ery
a
n
d
H
ea
v
y
N
P

S
h
ift
/
L
o
ca
tiv
e
In
v
ersio

n

前

田

雅

子

「
談
話
の
カ
ー
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
を
め
ぐ
る
言
語
理
論
と
言
語
現
象
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

（
２
０
１
１
年
５
月

於

北
九
州
市
立
大
学
）

P
red
ica
te
In
v
ersio

n
a
n
d
T
o
p
ica
lity
in
L
o
ca
tiv
e

In
v
ersio

n

前

田

雅

子

福
岡
言
語
学
会
研
究
会(F

u
k
u
o
k
a
L
in
g
u
istic

C
irc
le
:
F
L
C
)

（
２
０
１
１
年
７
月

於

九
州
大
学
）

日
本
語
に
お
け
る
付
加
詞
の
カ
ー
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
分
析
と
一
致
現
象

前

田

雅

子

日
本
言
語
学
会
第
一
四
三
回
大
会（

２
０
１
１
年
11
月

於

大
阪
大
学
）

日
本
語
に
お
け
る
非
顕
在
的w

h
/
fo
cu
s

移
動
とR

ela
tiv
ized

M
in
im
a
lity

前

田

雅

子

『
九
大
英
文
学
』
53
号
（
２
０
１
１
年
３
月
）

A
b
ra
h
a
m

と
息
子
た
ち
の
功
利
―D

ra
cu
la

に
お
け
る
堕
落
し
た
女
と
家

父
長
の
継
承
―

浅

田

え
り
佳

D
u
b
lin
ers

の
女
性
―
抑
圧
と
解
放
―

田

中

恵

理

T
h
e
P
a
ssa
g
e
to
A
cq
u
isitio

n
in
T
h
e
A
m
b
a
ssa
d
o
rs斎

藤

彩

世

H
u
m
a
n
ity
a
g
a
in
st
th
e
A
-B
o
m
b
:
A
n
A
n
a
ly
sis
o
f
th
e

C
o
u
n
terv
a
ilin
g
P
o
w
er
o
f
th
e
S
ix
P
ro
ta
g
o
n
istsin

J
o
h
n
H
ersey

's
H
iro
sh
im
a

永

川

と
も
子
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R
eth
in
k
in
g
th
e
S
tru
ctu
re
o
f
C
la
u
sa
l
G
eru
n
d
s

下
仮
屋

翔

A
S
y
n
ta
ctic
A
n
a
ly
sis
o
f
G
a
p
p
in
g
in
E
n
g
lish

高

木

留

美

日
本
語
のslu

icin
g

文
に
関
す
る
統
語
分
析

前
田
雅
子
・
松
本
知
子

複
合
名
詞
句
に
お
け
る
統
語
的
派
生
に
つ
い
て

真
保
栄

俊

『T
in
k
e
r
B
e
ll

』
№
56
（
２
０
１
１
年
３
月
）

残
存
す
る
恐
怖
―
「
影
の
檻
」
と
「
ミ
ス
・
マ
ウ
ン
テ
ン
」
―

原

田

洋

海

『
九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
』
第
52
号
（
２
０
１
１
年
11
月
）

In
d
ep
en
d
en
ce
fro
m
M
a
tern
a
l
F
ig
u
res:
A
n
In
itia
tio
n
R
ite

o
n
th
e
S
ca
ffo
ld
in
T
h
e
S
ca
rlet
L
etter

田

島

優

子

J
E
L
S
2
8

（
２
０
１
１
年
３
月
）

T
h
e
F
in
e
S
tru
ctu
re
o
f
th
e
v
P
P
erip
h
ery
a
n
d

H
ea
v
y
N
P
S
h
ift
/
L
o
ca
tiv
e
In
v
ersio

n

前

田

雅

子

E
n
g
lish

L
in
g
u
istics

2
7
(2
)

（
２
０
１
０
年
12
月
）

T
h
e
C
riteria

l
F
reezin

g
E
ffect

a
n
d
S
p
lit
A
'-M
o
v
em
en
t

前

田

雅

子

２
０
１
０
年
度E

n
g
lish
L
in
g
u
istics

研
究
奨
励
賞
受
賞

２
０
１
１
年
度
日
本
英
語
学
会
新
人
賞
受
賞

独
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
二
三
年
度
第
一
学
期

文
学
部
・
独
語
学

講
義

ド
イ
ツ
語
基
礎
演
習

小

黒

教

授

作
文

A
u
fsa
tz

モ
ン
ホ
フ
教

師

会
話

D
E
U
T
S
C
H
1

モ
ン
ホ
フ
教

師

演
習

D
E
U
T
S
C
H
2

モ
ン
ホ
フ
教

師

臨
講

中
高
ド
イ
ツ
語
の
世
界

（
東
北
大
学
）
嶋
﨑
啓
准
教
授

文
学
部
・
独
文
学

講
義

沈
黙
の
詩
学

小

黒

教

授

演
習

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
研
究
Ⅱ

小

黒

教

授

臨
講

〈
プ
ラ
ハ
の
ド
イ
ツ
語
文
学
〉
研
究（

大
阪
大
学
）
三
谷
研
爾
教
授
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人
文
科
学
府

演
習

H
a
u
p
tsem

in
a
r

モ
ン
ホ
フ
教

師

演
習

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
研
究
Ⅴ

小

黒

教

授

特
研

K
o
llo
q
u
iu
m

小

黒

教

授

平
成
二
三
年
度
第
二
学
期

文
学
部
・
独
語
学

会
話

D
E
U
T
S
C
H
1

モ
ン
ホ
フ
教

師

演
習

D
E
U
T
S
C
H
2

モ
ン
ホ
フ
教

師

臨
講

現
代
ド
イ
ツ
語
の
諸
問
題

（
大
分
大
学
）
池
内
宣
夫
教
授

文
学
部
・
独
文
学

講
義

デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

小

黒

教

授

演
習

P
ro
sem
in
a
r

モ
ン
ホ
フ
教

師

演
習

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
研
究
Ⅲ

小

黒

教

授

臨
講

ワ
ー
グ
ナ
ー
と
ド
イ
ツ
近
代

《
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
》
を
読
む
・

聴
く
・
観
る

（
東
京
工
業
大
学
）
山
崎
太
郎
教
授

人
文
科
学
府

演
習

H
a
u
p
tsem

in
a
r

モ
ン
ホ
フ
教

師

演
習

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー

研
究
Ⅵ

小

黒

教

授

特
研

K
o
llo
q
u
iu
m

小

黒

教

授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
「
九
州
ド
イ
ツ
文
学
」
第
24
号
（
平
成
二
二
年
十
一
月
発
行
）

・

ク
ニ
ッ
ゲ
『
人
間
交
際
術
』
に
お
け
る
啓
蒙
主
義
批
判
と
実
用
志
向

―R
.Z
.

ベ
ッ
カ
ー
の
民
衆
啓
蒙
運
動
と
比
較
し
て
―田

口

武

史

・

ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
お
け
る
「
最
高
の
美
」
―
―
『
色
彩
論
』

が
照
ら
し
出
す
「
曇
り
」
と
し
て
の
ヘ
レ
ナ
―
―

平

松

智

久

・

歌
声
を
失
っ
た
「
水
の
女
」
た
ち

ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
リ
ル
ケ
、
カ

フ
カ
、
ブ
レ
ヒ
ト
」

小

黒

康

正

・
〔
書
評
〕
恒
吉
良
隆
著
『
ニ
ー
チ
ェ
の
妹
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
―
―
そ
の
実

像
』
（
同
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）

杉

谷

恭

一

○
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
第
62
回
研
究
発
表
会

（
平
成
二
二
年
一
二
月
四
ー
五
日

於
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ン
ダ
［
長
崎

市
常
盤
町
］
）

・
ゲ
ー
テ
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
遍
歴
時
代
』
に
お
け
る

『
新
メ
ル
ジ
ー
ネ
』
に
つ
い
て

木

田

綾

子

○
博
士
論
文
公
聴
会（

平
成
二
三
年
二
月
一
八
日

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・R
.Z
.

ベ
ッ
カ
ー
の
民
衆
啓
蒙
運
動
―
思
想
的
展
開
と
文
学
史
的
意
義

―

（
松
山
大
学
准
教
授
）
田

口

武

史
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○
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
142
号
（
平
成
二
三
年
三
月
発
行
）

・
水
底
か
ら
浮
か
ぶ
否
定
性
―
―
「
水
の
女
」
と
い
う
名
の
流
動
性
―
―

小

黒

康

正

・

現
実
の
不
在
か
ら
生
ま
れ
る
詩
的
言
語

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
『
幻

滅
』
に
つ
い
て
―
―
ニ
ー
チ
ェ
の
言
語
観
と
の
関
連
か
ら

坂

本

彩
希
絵

・
「
無
意
味
」
の
意
味
―
―
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
「
魔
女
の
厨
」
に

お
け
る
「
魔
女
の
九
九
」
の
叙
述
形
式
―
―

平

松

智

久

○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
25
回
研
究
発
表
会

（
平
成
二
三
年
四
月
三
〇
日

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・

ゲ
ー
テ
『
ロ
ー
マ
の
謝
肉
祭
』
に
み
る
生
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
―

―
１
７
８
９
年
の
ゲ
ー
テ
の
変
容
―
―

平

松

智

久

・N
ietzsch

e-A
rch
iv

の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
を
訪
問
し
た
日
本
人
学
者
た

ち

恒

吉

良

隆

・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

日

髙

雅

彦

・

崩
壊
と
昇
華
の
メ
タ
フ
ァ
ー
―
―
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
鉄
道
事
故
』

に
お
け
る
聴
覚
的
事
象
―
―

坂

本

彩
希
絵

人
事
異
動
（
追
加
分
を
含
む
）

・

浅
井
健
二
郎
、
教
授
を
退
任
（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
）

・
エ
ル
マ
ル
・
レ
ー
ン
ハ
ル
ト
、
招
へ
い
外
国
人
教
師
を
退
任
（
平
成

二
二
年
三
月
三
一
日
）

・
小
黒
康
正
、
教
授
に
昇
進
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
）

・
バ
ル
バ
ラ
・
ク
レ
ー
マ
、
招
へ
い
外
国
人
教
師
に
着
任
（
平
成
二
二
年

四
月
一
日
）

・
バ
ル
バ
ラ
・
ク
レ
ー
マ
、
招
へ
い
外
国
人
教
師
を
退
任
（
平
成
二
三
年

二
月
二
八
日
）

・
ザ
シ
ャ
・
モ
ン
ホ
フ
、
招
へ
い
外
国
人
教
師
に
着
任
（
平
成
二
三
年
四

月
一
日
）

・
坂
本
彩
希
絵
、
助
教
に
着
任
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
）

・
平
松
智
久
、
専
門
研
究
員
に
着
任
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
）

仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
二
十
三
年
度
前
学
期

仏
語
学

演
習

フ
ラ
ン
ス
語
会
話

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

彙

報
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講
義

フ
ラ
ン
ス
語
の
文
章
作
法
（
３
）

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

仏
文
学

演
習

20
世
紀
の
小
説

吉

井

教

授

演
習

20
世
紀
の
文
学
批
評

〃

特
論

N
R
F

研
究

〃

研
究

テ
ク
ス
ト
分
析
の
諸
問
題

〃

演
習

博
士
演
習

〃

演
習

バ
ル
ザ
ッ
ク
『
フ
ァ
チ
ー
ノ
・
カ
ー
ネ
』

髙

木

准
教
授

講
義

フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
文
学
研
究

〃

特
論

小
説
分
析
の
方
法
論

〃

研
究

生
成
論
研
究

〃

演
習

博
士
演
習

〃

講
義

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
と
文
化

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

特
論

現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究

〃

研
究

D
isserta

tio
n
litte ra

ire

〃

演
習

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
『
聖
ジ
ュ
リ
ア
ン
伝
』

（
言
語
文
化
研
究
院
）

森

茂
太
郎

教

授

研
究

フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
小
説
研
究

〃

臨
講

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
『
空
の
青
み
』
を
読
む

（
青
山
学
院
大
学
）

濱
野

耕
一
郎

准
教
授

平
成
二
十
三
年
度
後
学
期

仏
語
学

演
習

現
代
の
フ
ラ
ン
ス
語

髙

木

准
教
授

演
習

フ
ラ
ン
ス
語
学

（
言
語
文
化
研
究
院
）

佐
藤

典
子

准
教
授

仏
文
学

演
習

20
世
紀
の
小
説

吉

井

教

授

演
習

20
世
紀
の
文
学
批
評

〃

特
論

N
R
F

研
究

〃

研
究

テ
ク
ス
ト
分
析
の
諸
問
題

〃

演
習

博
士
演
習

〃

演
習

バ
ル
ザ
ッ
ク
『
ベ
ー
ル
氏
論
』

髙

木

准
教
授

講
義

写
実
主
義
・
自
然
主
義
文
学
研
究

〃

特
論

小
説
分
析
の
方
法
論

〃

研
究

生
成
論
研
究

〃

演
習

博
士
演
習

〃

演
習

メ
リ
メ
『
コ
ロ
ン
バ
』

（
言
語
文
化
研
究
院
）

森

茂
太
郎

教

授

研
究

フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
小
説
研
究

（
言
語
文
化
研
究
院
）

〃

研
究

コ
ク
ト
ー
研
究

（
言
語
文
化
研
究
院
）

佐
藤

典
子

准
教
授

彙

報
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臨
講

フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究

（
大
阪
大
学
）

岩

根

久

教

授

学
会
・
研
究
室
行
事

仏
文
学
関
係

○
「
ス
テ
ラ
」

第
29
号
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
発
行
）

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
と
チ
ボ
ー
デ

吉

井

亮

雄

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
と
『
タ
ン
・
フ
ュ
チ
ュ
ー
ル
』
誌

吉

井

亮

雄

バ
ル
ト
＝
カ
ミ
ュ
論
争
再
考

─
─
『
ペ
ス
ト
』
に
お
け
る
歴
史
記
述
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

千
々
岩

靖

子

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
＝
ク
ラ
ブ
〉
余
話

─
─
ポ
ー
ル
・
レ
オ
ト
ー
の
ア
ド
ル
フ
・
ポ
ー
プ
宛
未
刊
書
簡

髙

木

信

宏

フ
ラ
ン
ス
語
の
受
動
的
代
名
動
詞
と
中
間
構
文

井

口

容

子

百
間
漫
歩
─
─
逢
魔
が
時
の
文
学
（
そ
の
２
）

森

茂
太
郎

イ
ヴ
・
シ
ト
ン
『
読
解
・
解
釈
・
現
在
化
』
（
書
評
）

飯

田

伸

二

ロ
ベ
ー
ル
＝
シ
ョ
ヴ
ァ
ン
編
『
セ
リ
ー
ヌ
に
な
る
』
（
書
評
）

木

下

樹

親

ア
ン
ド
レ
・
ア
ブ
ー
『
行
間
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
』
（
書
評
）

安

藤

智

子

D
u
t ex

t e
a
l'im
a
g
e
:
M
a
rc el

P
ro
u
st
et

A
la

rech
erch

e
du

tem
ps

perdu
a
l' e cra

n
P
ierre-E

d
m
o
n
d
R
O
B
E
R
T

L
a
p
o
e sie
et
la
g
en

e se
d
' A

la
rech

erch
e
du

tem
ps

perdu
:

l' ev
o
lu
tio
n
d
e
la
critiq

u
e
p
ro
u
stien

n
e
d
e
L
eco
te
d
e
L
isle

Y
a
su
e
K
A
T
O

R
eto
u
r
d
e
l'U
.R
.S
.S
.
d
e
G
id
e
:
rev
en
ir
d
e
l'u
to
p
ism
e
a
l'u
to
p
ie

d
u
p
o
e m
e

O
liv
ier
K
A
C
H
L
E
R

L
e
6
fe v
rier
1
9
3
4
et
les

e criv
a
in
s
(

Ⅱ)
:
A
n
d
re
C
h
a
m
so
n

K
o
ich
iro
H
A
M
A
N
O

D
e
l'o
u
b
lia
la
n
o
sta
lg
ie
:
le
to
u
rn
a
n
t
d
a
n
s
les

e crits
d
e
jeu
n
esse

ch
ez
C
a
m
u
s

T
o
m
o
k
o
A
N
D
O

U
n
e
e to
ile
fila
n
te
(en
m
a
rg
e
d
e
la
C
o
rresp

o
n
d
a
n
ce
P
a
u
lh
a
n
-

P
etitjea

n
)

P
a
sca
l
M
E
R
C
IE
R

C
la
u
d
e
L
e v
i-S
tra
u
ss
et
la
litte ra

tu
re
ja
p
o
n
a
ise

H
erv

e -P
ierre

L
A
M
B
E
R
T

人
事
異
動

エ
ル
ベ
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ン
ベ
ー
ル

九
月
三
〇
日
、
招
聘
外
国
人
教
師

の
任
期
を
満
了
し
、
退
任
。

彙
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言
語
学
研
究
室

講
義
題
目

文
学
部

平
成
二
十
三
年
度
前
期

概
論

言
語
学
概
論

坂

本

勉

講
義

統
語
論
・
意
味
論
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

稲

田

俊

明

講
義

心
理
言
語
学
入
門

―

言
葉
・
心
・
脳

坂

本

勉

演
習

音
声
学
の
基
礎

久

保

智

之

演
習

論
文
の
読
み
方
・
書
き
方

上

山

あ
ゆ
み

実
習

卒
業
論
文
指
導

各

教

員

講
義
（
集
中
）
韓
国
語
の
複
雑
述
語
の
諸
問
題

（
山
口
大
学
）
和

田

学

講
義
（
集
中
）
言
語
に
つ
い
て
「
実
験
」
に
よ
っ
て
わ
か
る
こ
と
・
わ
か

ら
な
い
こ
と

（
広
島
大
学
）
酒

井

弘

平
成
二
十
三
年
度
後
期

演
習

言
語
理
論
と
言
語
獲
得
研
究

稲

田

俊

明

演
習

文
理
解
研
究

坂

本

勉

講
義

音
声
学
実
習

久

保

智

之

講
義

日
本
語
の
基
本
構
造

上

山

あ
ゆ
み

実
習

卒
業
論
文
指
導

各

教

員

人
文
科
学
府

平
成
二
十
三
年
度
前
期

特
論

文
法
理
論
特
論
Ｉ

稲

田

俊

明

研
究

文
法
理
論
の
諸
問
題

稲

田

俊

明

特
論

言
語
実
験
の
理
論
と
応
用
Ⅰ

坂

本

勉

研
究

ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
諸
問
題
Ⅰ

坂

本

勉

特
論

満
洲
語
講
読
（
康
煕
朝
奏
摺
）

久

保

智

之

研
究

複
合
語
研
究

久

保

智

之

特
論

生
成
文
法
と
意
味
論

上

山

あ
ゆ
み

研
究

統
語
理
論
演
習

上

山

あ
ゆ
み

言
語
学
研
究
法

全

教

員

論
文
指
導

各

教

員

講
義
（
集
中
）

韓
国
語
の
複
雑
述
語
の
諸
問
題

（
山
口
大
学
）
和

田

学

講
義
（
集
中
）

言
語
に
つ
い
て
「
実
験
」
に
よ
っ
て
わ
か
る
こ
と
・
わ

か
ら
な
い
こ
と

（
広
島
大
学
）
酒

井

弘

平
成
二
十
三
年
度
後
期

特
論

文
法
理
論
特
論
Ⅱ

稲

田

俊

明

研
究

文
法
理
論
の
諸
問
題

稲

田

俊

明

彙
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特
論

言
語
実
験
の
理
論
と
応
用
Ⅱ

坂

本

勉

研
究

ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
諸
問
題
Ⅱ

坂

本

勉

特
論

満
洲
語
講
読
（
康
煕
朝
奏
摺
）

久

保

智

之

研
究

エ
レ
メ
ン
ト
理
論

久

保

智

之

特
論

言
語
理
論
と
観
察
の
一
般
化

上

山

あ
ゆ
み

研
究

統
語
理
論
演
習

上

山

あ
ゆ
み

言
語
学
研
究
法

全

教

員

論
文
指
導

各

教

員

特
論
（
集
中
）

現
代
中
国
語
文
法
論

（
東
京
大
学
）
木

村

英

樹

学
会
・
研
究
室
行
事

九
州
大
学
言
語
学
研
究
会

第
七
十
六
回（

二
〇
一
一
年
七
月
二
一
日

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

“
C
o
m
p
lex
sen
ten
ces
w
ith
in
b
io
lin
g
u
istics”

(Z
en
tru
m
fu
r
A
llg
em
ein
e
S
p
ra
ch
w
issen

sch
a
ft)

U
li
S
a
u
erla
n
d

第
七
十
七
回（

二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

「
語
順
交
替
の
認
知
神
経
科
学
―
実
時
間
の
心
的
計
算
と
言
語
理
論
の
関

係
を
探
る
」

（
広
島
大
学
）

酒

井

弘

第
七
十
八
回（

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
八
日

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

“
E
x
p
erien

ce
o
f
tim
in
g
in
sp
ecia
l
p
o
p
u
la
tio
n
”

M
a
rk
E
llio
t
(N
a
tio
n
a
l
U
n
iv
ersity

o
f
Irela

n
d
)

第
七
十
九
回（

二
〇
一
一
年
一
二
月
三
日

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

「
満
洲
語
資
料
と
し
て
の
『
滿
文
原

』
（
旧
満
洲

と
内
国
史
院

の

違
い
に
つ
い
て
」

早

田

輝

洋

彙
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